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三浦半島のオオハクウンラン

山内好孝

Vexz・!labiumfissum F, MAEKAWA Recorded from Miura 

Peninsula, Kanagawa Prefecture 

Yoshitaka y AMAUCHI 

はじめに

神奈川県植物誌調査会（1986〕によると，県内のハ

タウンラン （Vexillabiumnakaianum F. M AEKAWA) 

の産地として大山，厚木，清JI[，山北，箱根があげら

れている（図 1）。現在までの分布地は，県西部に偏

在しているが， 筆者はかつて東京都日野市にウメガサ

ソウが自生することをヒントに逗子市神武寺において

本種を見出した経験から，ハクウンランも三浦半島に

自生する可能性があるのではないかと考え， 注意を払

っていた。

オオハクウンランとの出合い

1986年8月8日に，植物誌調査会三浦プロ ックの合

同調査が行われた。葉山町長柄橋から森戸川に沿って

二子山に登り，東逗子駅に至るコースであった。 筆者

は，コースの終わり頃，オオシマザク ラやスダジイの

混交したうす日部 、林（逗子市桜山〉に入り， ミヤマウ

ズラの写真を写そうとした。その林の林床にはヤプラ

ンなどに混じってミヤマウズラが点々と見えたが， ま

だつぼみの状態であった。諦めて林を 出ょうとした

時，どこからと もない川、香りがしてきて，一瞬ラン

だと思った。暗い林床を足元から周囲へ目を向ける

と，白花をつけた4本のランが見つかった。このラン

を地下茎を残して採集し，持ち帰った。

現場ではこのランの同定ができなかったので，一本

を浜中義治氏に托して，県立博物館の大場達之氏に届

けた。筆者が前JI[(1975）によって調べたところでは

ハクウンランに似ているが，これとは異なる種類であ

るとし寸印象を持った。

大場達之氏の同定結果は， オオハクウンラン （Ve-

xillabium fzssum F. M AEKAWA〕というものであり，

県内では初めての記録となる種類であった （図3〕。

ハクウンランとオオハクウンラン

ハクウンラン属はラン科の小形の多年草で，我が国

には2種を産する。最も広く分布するハクウンランは

白雲蘭で，もと東京大学の演習林のあった朝鮮慶尚南

道白雲山で採集されたものに，中井猛之進博士が名づ

けられたとし寸。発見は他のラン科植物に比べて比較

的遅いが，アリドオシランに似ているので，それと長

く混同されてきたことによるとし寸。ハグウ ンランは

本州北部のヒパ林から，九州北部の常緑，落葉樹混交

林に生えるやや小形の地生ランで，根は生えず，分校

した地下茎から茎を伸ばし， 8月頃，花序を作る。花

序にはl～4花をつけ，花は白色，長方形で中央がへ

こんだ唇弁が特徴的である。側がく片の長さは4.5～

5 mm。葉は卵円形で鋭頭，長さは3～7mm，幅2.5～

7 mmで茎の下部に2～4葉をつける。

一方， オオハクウンランは，伊豆七島の利島，新

島，三宅島，御蔵島で確認されている種類で，葉は長

さ9～13mm，傾8～11mmでハクウンランよりやや大き

く，形は卵状椅円形で，両端は円形か鈍頭で3脈があ

り，側がく片の長さは 5～6mm，花序には自の花をつ

ける。染色体数も異なり ，ハクウンランが2n=26, 

オオハクウ ンランが2n=40てもある。

現在まで，島し ょ部のみから知られていたオオハク

ウンラン（図2〕が三浦半島で記録されたことは，特

筆すべき知見であり，ここに報告した次第である。
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